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国立成育医療センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）の       

好酸球性消化管疾患研究室 山本真由共同研究員、永嶋早織共同研究員、野村伊知郎室長は、

免疫アレルギー・感染研究部 松本健治部長、アレルギーセンター 大矢幸弘センター長らと

ともに、厚労省指定難病である好酸球性消化管疾患注 1 において、症状がどのように現れる

のか（自然歴注 2）を調べる大規模調査を行いました。 

 この調査は、全国の消化管内視鏡を備えた 1 万の医療機関をランダムに選んでアンケー

トを送り、2,906 の施設から、1,542 名の患者について回答を得ました。そのうち、厳密な

診断基準を満たした、好酸球性食道炎 153 名、好酸球性胃腸炎 151 名について詳細な解析

を行いました。その結果、好酸球性食道炎・胃腸炎ともに、症状が継続して現れる「持続型」

が全体の約 65％を占めていることが分かりました。また、好酸球性胃腸炎では、5 歳～17

歳の小児期発症患者において「持続型」の占める割合が 75％と突出して高いことも判明し

ました（図 1）。このことから、子どもが長期間に渡り症状に悩まされている現状が浮き彫

りになりました。現時点では、治療法は経口ステロイドが大半を占めています。小児期は成

長発達において重要な年齢であることから、より副作用の少ない寛解導入維持治療の開発

が重要と考えられます。 

本研究成果は、2021 年 6 月 29 日にアメリカの医学雑誌『Journal of Allergy and Clinical 

Immunology in Practice』で公開されました。 

【図 1 好酸球性胃腸炎における症状の現れ方の割合】 

 

好酸球性消化管疾患における症状の現れ方の大規模調査を実施 
好酸球性胃腸炎では、5 歳～17 歳の小児期発症において「持続型」が 75％ 
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【研究の背景・目的】 

好酸球性消化管疾患は、非即時型反応によって起きる消化管の炎症であり、炎症がおきる部

位に好酸球が集まって、はき気、嘔吐、胸の痛みなどの症状が現れます。好酸球性消化管疾

患は、好酸球性食道炎と胃腸炎に分かれ、欧米では食道炎の患者が圧倒的に多く、逆に日本

では胃腸炎の患者が多いことが知られています。食道炎については欧米を中心に研究が進

んでいますが、胃腸炎については遅れが目立っています。このため、好酸球性胃腸炎の特徴

を明らかにすべく、大規模な実態調査が求められていました。今回、食道炎と胃腸炎を共通

の質問紙を用いて調査比較することにより、胃腸炎の特徴を明らかにしようと研究を行い

ました。 

 

 

【プレスリリースのポイント】 

 好酸球性食道炎の発症年齢は、欧米と同じく 30～50 歳代の男性に多かったのですが、

好酸球性胃腸炎は男女差がほとんどなく、発症時期も小児期と成人期の二峰性が見ら

れるなど、大きな違いがありました。 

 好酸球性胃腸炎がどれだけ持続するか（自然歴）についての研究は、これまで小規模の

研究しか行われておらず、本調査は世界初の大規模調査となります（図 2）。 

 今回の大規模調査では、小児期発症（5 歳～17 歳）の好酸球性胃腸炎患者の 75％が「持

続型」であることが分かりました（図 1）。 

 好酸球性胃腸炎は食道炎と比べて日常生活の制限を起こした患者が多いことが分かり、

より重症であると考えられました（図 3）。 

 5 歳～17 歳発症の好酸球性胃腸炎患者は、70％に日常生活の制限があり、最も重症度

が高いことも分かりました（世界初：図 4）。 

 

 

【今後の展望・発表者のコメント】 

成長発達に重要な小児期において、多くの患者が長期間症状に悩まされていることを考え

ると、副作用の少ない寛解導入維持治療の開発が重要と考えられます。 
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【図 2 好酸球性消化管疾患における、症状の現れ方の割合】 

 

※食道炎、胃腸炎のグラフで、パーセンテージ下の（ ）内の数字は、95％信頼区間を表

します。 
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【図 3 好酸球性消化管疾患の重症度を表す質問】 

 

 

 

【図 4 好酸球性胃腸炎における、年代別の重症度を表す質問】 
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【脚注】 

注 1：好酸球性消化管疾患 

好酸球性消化管疾患は、食物、花粉などが抗原となって非即時型の反応から炎症を起こし、

好酸球が消化管に集まる疾患で、厚労省の指定難病です。食道に炎症が限られる好酸球性食

道炎と、それ以外にも炎症を起こす好酸球性胃腸炎があります。 

 

 

 

 

注 2：自然歴 

好酸球性消化管疾患において、症状がど

のように現れ、どのくらい継続するのか

などをまとめた 3つの型のことを言いま

す。症状が出ると、6 カ月以上の長期に

渡って症状が続く「持続型」。1 度症状が

出たあと治まり、それ以降症状が出ない

「単発型」。症状が出たり、治まったりを

繰り返す「間歇
かんけつ

型」があります。 
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和文タイトル：「非食道性好酸球性消化管疾患（好酸球性胃腸炎のこと）と好酸球性食道炎

の比較：全国調査結果」 
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2) 群馬県立小児医療センター アレルギー感染免疫・呼吸器科 
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4) 群馬大学大学院医学系研究科 消化器・肝臓内科 

5) 香川県立中央病院 消化器内科 

6) KKR 札幌医療センター 消化器センター 
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11) 製鉄記念広畑病院 内科 
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13) 国立成育医療研究センター アレルギーセンター 

 

掲載誌：Journal of Allergy and Clinical Immunology in Practice 

 

【特記事項】 

本調査は、厚生労働科学研究費、難治性疾患政策研究事業の一環として行なわれました。 

この場を借りて深謝申し上げます。 

 

【好酸球性消化管疾患 患者さん用情報 WEB サイト】 

国立成育医療研究センターでは、好酸球性消化管疾患の情報を発信する患者さん向けサ

イトを運営しています。 

URL：https://www.ncchd.go.jp/center/activity/egid/patient/index.html 

【問い合わせ先】 

国立研究開発法人 国立成育医療研究センター 企画戦略局 広報企画室 村上・近藤  

電話：０３－３４１６－０１８１（代表） E-ｍail:koho@ncchd.go.jp 


